
フックNo.50Nシリーズについてのお知らせ

平素より格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。

弊社の安全帯は、厚生労働省「安全帯の規格」、並びにJIS T 8165に基づき設計製造している製品です。

フックNo.50Nシリーズは、安全装置の強度において、国際規格（ISO-10333-5）にも適合している製品ですが

外部からの衝撃が外れ止め装置に掛かったとき、外れ止め装置が開くという事象が発生するものがありました。

調査の結果、当該品は繰り返し使用 (　　　　   製造の製品 )されたことにより、外れ止め装置と安全装置の

係合部が磨滅しており、安全装置のばねも若干弱くなっていたことによって安全装置が解除されやすい状態で

あったということが原因と判明しました。

使用頻度や使い方にもよりますが、継続して長期間ご使用いただいた場合、出荷時の性能や機能が維持

できていないことも想定されます。

①型式の確認

現在お使いの安全帯のフックが、弊社のフックNo.50Nシリーズに該当するか①の通り型式の確認を行ってください。
該当する場合は、②に従い点検を行ってください。

No.50NF No.50NA No.50NAR

の部分に型式が打刻されています。No.50Nから始まる型式が当該フックとなります。

No.50NF刻印 刻印 No.50NA

＊刻印は左記の２種類です。
＊上記写真の４種以外にも各パーツの色を黒に変えた製品が
　ございます。
　フックの型式は外れ止め装置の刻印で識別してください。

安全装置

外れ止め装置

No.50NAM
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■お客様へのお願い

フックの形状等として下記の通り規定されています。
　　１，自動的に閉じ、かつ、外れ止め装置は２つ以上の連続した動作を行わないと外れないこと。
　　２，かぎ部の表面は円滑でなければならない。

●安全帯の規格・JIS T 8165
【参考】

●国際規格「ISO 10333-5」
「安全帯の規格」「JIS T 8165」のフックの形状等の要件に加え、フック本体とのカバーに対する静荷重試験が
 規定されています。
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1,安全装置に触れないようにフック本体を持つ。
2,外れ止め装置を手の平で強く押す。

この時、外れ止め装置が完全に開いてしまえば、外れ止め装置
と安全装置の係合部が磨滅し、ばねも弱くなっているものと
みなせます。

上記の点検により、外れ止め装置が開く等の異常があれば、すぐに使用を中止し新品とお取り替えください。

②フックの外れ止め装置の点検方法

3,右の写真のように安全装置に触れないようにフック本体を
　持ち、外れ止め装置を軽く押した際にできるフック本体との
　隙間（遊び）は約4mm以内であること。

写真はNo.50NAです。

Y ・・・・ 平成24年
Z ・・・・ 平成25年
A・・・・ 平成26年

アルファベット＝製造年 数字＝製造月
01 ・・・・ 1月
02 ・・・・ 2月
03 ・・・・ 3月

12 ・・・・12月

「Y-01」＝平成 24年 1月 「A-11」＝平成 26年 11 月(読み取りの例)

外れ止め装置外れ止め装置

安全装置安全装置
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サンコー株式会社　お客様相談窓口
本　　社：TEL.06(6394)3541
東京支店：TEL.03(3352)5404

FAX.06(6395)0041
FAX.03(3350)5320

（代）
（代）

平成 26年 11 月 14 日　サンコー株式会社 

過去 3年 (H24 年 1月以降 ) に製造されたフックNo.50Nシリーズで、②の点検方法により外れ止め装置が
開くものをお持ちの方、あるいは改良品との交換をご希望のお客様は、誠にお手数ではございますが、下記の
お客様相談窓口までご連絡下さるようお願い申し上げます。
交換の時期や方法についてご相談させて頂きたく存じます。*交換のお申し出の期限＝平成 27年 12 月末日迄

改良品との交換対象となるフック

のうち、いずれかの記号が打刻されている製品。

製造年月の確認方法は次の通りです。
No.50NA または No.50NFの刻印があり、

外れ止め装置外れ止め装置

フック本体フック本体

フック本体フック本体

隙間隙間

フック本体フック本体

上記の確認方法で外れ止め装置が開かないものは、通常に想定される使用方法において、全く問題なく
ご使用頂けます。* 外部からのどんな大きな衝撃にも耐えうるというものではありませんので、ご注意ください。
しかしながら、今回のような事象が確認された事から、弊社では安全装置の耐久性を向上させた改良品
の準備をすすめております。* 平成 27 年 1月を目処

安全装置安全装置

外れ止め装置外れ止め装置

弊社の対応

弊社（安全帯メーカー共通）は、ランヤードは 2 年、その他の部品は 3 年を目途に交換をお願いしておりますが
使用頻度や作業環境によっては、更に短い期間で交換の対象となりうることもあります。

■安全帯の交換の目安■
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